
2024年度フィールド・スタディーズ成果発表

プログラム概要 ：大石田町の文化と伝統を体験・学習し、地域活性化に向けての提案を行う。
実習先 ：大石田町（山形県大石田町）
実習先情報 ：面積: 約158.45平方キロメートル、人口: 約6,000人、特産品: そば、芋煮、ス
イカ
参加人数 ： 32名（8名×4班）
実習期間 ： 1班：令和6年8月19日～21日、2班：8月21日～23日

3班8月26日～28日、4班8月28日～30日
本学担当教員 ： 武田 憲明（教育学科）

山形県大石田町
「そばの里大石田町の歴史と文化・未来に向かって」

画像などコンテンツの無断転載を禁じます

◯はじめに
私たちは大石田町で3日の地域の文化や伝統を体験し、町の魅力を深く理解する
活動を行った。
◯実習内容
1日目
講義（大石田町の歴史と文化の紹介）
虹の町案内人による町内巡り
芋煮体験
2日目
そば打ち体験・次年子窯の陶芸体験
夜は銀山温泉見学
3日目
地域おこし協力隊による講義・質疑応答
千本だんごを味わう

◯提案したこと、発信したこと等

・移動が不便なため、シャトルバスなど公共交
通機関を発展させる。

・町にコンビニやスーパーが少ないため、駅前
に作る、店舗の数を増やす

・夏・秋に魅力が偏っているため、一年を通し
て魅力になるものや、春・冬に魅力となる
ものを増やす。

◯経験したこと、学んだこと

１日目は、大石田町の役場の方々から大石田
町の歴史や概要を聞き、芋煮づくりを体験した。

２日目は、そば打ち体験をした後次年子窯で
の陶芸体験をし、喫茶トトロで夕食を食べた後
銀山温泉の見学に行った。

３日目は、地域町おこし協力隊の方のお話を
聞き、千本だんごさんのお団子を食べた。

３日間を通して、地域の方々の温かさをとて
も感じたので、地域内でのかかわりの大切さを
学んだ。
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◯今後の展開、今後の学び

大石田町で経験した共同作業や協力を通じて、
課題解決のために一丸となることの重要性を強
く実感した。共同作業の大切さや地域を思いや
る心はこれからも大事にしていきたい。

◯まとめ
3日間にわたるフィールド・スタディーズでは、

大石田町の豊かな自然や歴史・文化、そして地域
の方々の温かさに触れることができた。町歩きを

通じて、かつての歴史的な街並みや文化財に触れ、その背景にある長い歴史を学ぶこ
とができた。また、そば打ち体験や陶芸体験では、地元の方々が代々受け継いできた
伝統技術の奥深さを実感し、その丁寧な仕事ぶりに感銘した。こうした体験を通して、
大石田町が持つ独自の魅力や価値を肌で感じることができた。

また、フィールド・スタディーズの中で共同作業を行う機会が多くあった。地域の
課題に取り組む際、一人では成し得ないことでも、多くの人が協力し、知恵を出し合
うことで、解決の道が見えるということを実感した。特に、まちおこしの取り組みを
学び、その難しさを理解すると同時に、地域の人々が一丸となって町の活性化に取り
組む姿勢に深く感動した。地域の方々の協力なしでは、今回のような貴重な体験は実
現しなかったと感じました。
大石田町で過ごした3日間は、ただ学びの場としてだけでなく、地域の皆さんとの

交流を通して、温かさと優しさを肌で感じる時間でもあった。今回の体験を通じて、
地域の活性化や伝統文化の保護、そして人々の協力の大切さについて、多くのことを
学んだ。この学びを今後に活かし、大石田町のように地域を大切にする取り組みを考
えていきたい。

◯担当教員コメント
武蔵野大学独自のプログラムでもある学外学修プログラム（フィールド・スタデ

ィーズ）の中でも、大学の外に飛び出し、地方が直面する課題に気づき、解決してい
くプログラム内容としては、非常に充実した練り尽くされたプログラムなので指導す
る前から楽しみにしておりました。本プログラムは山形県大石田町「そばの里 大石

田町の歴史と文化・未来に向かって」をテーマに、「そば打ち体験」「陶芸体験」
「案内人による町歩き」「地域おこし協力隊の講義」など、大石田町の方々のご協力
がなければ成り立たないほど、武蔵野大学の学生にとっては貴重な体験を提供してい
ただける機会となっております。1班は「共同作業の大切さ」「町おこしの大変さ」、
2班は「観光ツアーのなど開発」、3班は「インバウンドを中心に据えた魅力発信」、
4班は「地元食材を利用したスイーツ提供」など、将来の大石田の発展に寄与できた

のではないでしょうか。今後も皆さんが、大石田町の発展に関われる機会が生まれる
ことを期待しています。

◯実習先コメント

大石田町でのＦＳでは、地域の歴史や文化を実際に見たり体験したりして学んでいた
だきました。自分の目で見て体験することは、物事を理解する上で大切なことだと思
います。大石田町での経験を、今後の大学生活や社会人になってからも活かしていた
だければと思います。
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